
（4）高齢者による犯罪
高齢者の刑法犯の検挙人員は、平成27（2015）
年は47,632人と前年に比べほぼ横ばいであった
一方、犯罪者率は、19（2007）年にピークを迎

えて以降は低下傾向となっている。また、27
年における高齢者の刑法犯検挙人員の包括罪種
別構成比をみると、窃盗犯が72.3％と7割を超
えている（図1－2－6－11）。

図1－2－6－11 　高齢者による犯罪（高齢者の包括罪種別検挙人員と犯罪者率）
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資料：警察庁「平成25年の犯罪情勢」、「平成26、27年の犯罪情勢」、「平成26年の犯罪」、「平成27年の犯罪」より内閣府作成

図1－2－6－10 　養護者による虐待を受けている高齢者の属性
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資料：厚生労働省「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律に基づく対応状況等に関する調査結果」（平成27年度）
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